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I調査にいたる経過

しもにし

甲ノ原遺跡の所在する島根県隠岐郡西郷町下西地区は、以前より、縄文期から中世1至る策 の長

い時代範囲にわたって、多数の土器片、石器片等が発見されており、古墳の分布密度 も非常に高い

所でもある。また、文献などからも隠岐国府の所在地の一つとしても推定されている。

昭和 54年度から毎年、国、県より補助を受けて発掘調査を行い、8世紀代の公的建物と思わ

れる数棟の掘立柱建物跡を検出することができたが、前年度までの調査の成果では、その性格を

決定づけるところまではいっていない。

このような状況の中で、昭和 57年度も昭和 58年 1月 より発擢調査を実施した。
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

甲ノ原遺跡は島根県隠岐郡西郷町下西に所在する。隠岐諸島は島根半島の北東約 40～ 80協

に位置し、四つの住民島と数多くの無人島から成っている。その中で面積246筋の島後は最大

の島で、当遺跡はこの島後にある。

下西地区一帯は数多くの遺跡が分布し、早 くから拓けたところで、古代～中世の隠岐国の中心

地と推定されている。

縄文時代の遺跡としては、前期末葉から後期末葉にかけての下西海岸遺跡、後期から晩期にか

けての大将軍遺跡などがある。下西海岸遺跡では映状耳飾 り、X形石鏃など特異なものも発見さ

れている。また、島後は石鏃などの主要原材料である黒曜石の産地でもある。

弥生時代の遺跡としては、月無遺跡、大1城遺跡がある。月無遺跡は、八尾川の河川改修工事中

に発見されたもので、土器をはじめ、耕作用具、クル ミ等が採集されている。遺構は列状に並ん

だ本杭が検出されているが、性格は分かっていない。大城遺跡からは、祭祀用と思われる特殊な

器形の重が発見されている。肩に3個の子壺があり、スタンプによる紋様が施してある。弥生時

代の遺跡は島後全域を見ても発見例が少ないが、これは前述の月無遺跡が西郷湾の平均水面より

下で発見されたことを考えると、弥生期の遺跡は、他でも深 く眠っているものと思われる。

古墳時代に入ると当地にも数多くの古墳が築造されている。発掘調査例が少なく、実態は断言

しにくぃが、4世紀代の古墳は今のところ見つかっていない。5世紀代の古墳としては斉京谷北

古墳群がある。この斉京谷北吉墳群のうち円墳 2基 (1号墳、2号墳 )と 大座吉墳詳では発掘調

査が行われ、斉京谷北 1号墳では礫床 2基が確認され、直刀、鉄斧頭等が出土している。大座古

墳では、盛土の少ない、本棺直葬の方法を採っている。

6世紀に入ると、全長 30～ 50陶の前方後円墳が出現し、周辺には多数の小円墳 も営まれる

ようになる。前方後円墳の代表的なものをあげると、玉若酢命神社西方古噴、国府原2号墳、二

宮神社古墳などがある。さらに1200陶 程西北方には、平神
―
社古墳、子安神社古墳がある。平

神社古墳は全長 47陶 、墳丘高 5物余の島後では最大級の吉墳である。くびれ部近 くに横穴式石

室が開口しており、自然石、割石積みの持ち送 り方式を採っている。玉若酢命神社西方古墳は良

く原形をとどめており、墳形等から見ると、これらの前方後円墳の中では古い形式に属すると思

われる。主軸をほぼ束西にとり、墳丘長 33陶 を測る。

奈良朝以降の遺跡についてみると、すぐ北側の八尾平野には条里田の遺構が確認されている。

さらに1500陶 程北方には国分尼寺跡があり、その近 くには隠岐国分寺 (僧寺 )が現存する。

西方には国分寺と同じ頃建てられたと思われる権得寺跡や、隠岐国総社玉若酢命神社がある。ま

た、この時代の隠llE国は、大陸、朝鮮半島に対しての国防上の重要な拠点の一つであったことも

文献などから認められる。
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このように当遺跡周辺は、本土側と比較した場合、

ほぼ併行して文化の波及が見られ、奈良時代に入 り、

収には多大の努力を払ったものと思われる。
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調査地周辺の遺跡分布図

こ]調査対象地 1)遺物包含地
“

前方後円墳 IP円墳 B方 墳 δ墳形不明 ヒ密 寺院址 ドゝ城赫

1 尼寺原遺跡 2 隠岐国分尼寺訴 3 隠岐国分寺 4・ 平神社古墳 5 子安神社古墳 6 平西古墳

7 平東古墳群 8 中山吉墳群 9 名田古墳群 10 月無遺跡 H ヒノメサン古墳群 12 小田原

宅裏吉墳群 13 斉京谷北古墳群 14 斉京谷南吉墳群 15 斉京谷古墳群 16 能木原遺訴 17 甲

ノ原遺赫 18 御碕神社古墳群 19 椿古墳 20 権得寺訴 21 玉若酢命神社西方古墳 22 玉若酢

命神社古墳群 23 玉若酢命神社境内古墳群 24 玉若酢命神社南万古墳群 25 億岐氏裏山吉墳

26 二宮神社古墳 27 国府原 2号墳 28 七人塚古墳 29 白髪古墳群 30 国鷹尾城訴 31 下西

海岸遺跡 32 西森氏宅裏遺訴 33 大座古墳群
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Ⅲ 調査の概要

調査は前三ヵ年の調査結果を基に検討を加え、候補地をあげた。前年度までの調査で公的建物

と思われる掘立柱建物跡が検出された第 5。 6調査区の周辺は、栽培作物の関係で発掘調査はで

きなかったが、そこより約 150陶程南方のやや谷状に落ち込んだ部分、能湘瞑 482-1、 482

-4及び483-4の 地 (以下第 8調査区と呼ぶ )を発据調査することができた。この地は以前

畑として使用されており、数段の段差があったということであるが、現在は北側がやや下がって

はいるが、土盛 り等でほぼ平にしてある。

調査区の設定にあたっては、前三カ年に組んだ方眼とは別にし、この第 8調査区の地形に合わ

せて方眼を組ひことにした。能本原 482-4の 地の道路際に基準点を設定し、南北線 (磁北に

対 して約 6°東に偏している )と 、それと直交する東西線を座標軸にして、2× 2翻 の方眼を組ん

でグリッドの一単位とした。南北線は南から北へ 2陶進むごとに、NI、 N2、 N3… …とし、

同様に東西線は西から東へ EI、 E2、 E3……とし、グリッド名は北東コーナーの交点の記号

で呼ぶことにした。なお、前述の基準点をN100、 E100と した。

調査は 10糊四方の大グリッドを三カ所 (A、 B、 Cグ リッドと呼ぶ )設 けて実施した。発掘

調査総面積は300″である。以下各大グリッドごとに概要を述べる。

麗目昭和 57年度調査区  厖2昭和 54～ 56年度調査区

調査区配置図

-4-



1.Aグ リツド (N96～ 100、 E101～ 105)

地表面は北に向かって緩やかに下がっている。グリッドの南西コーナーあたりでは地表面下約

20～ 30翻位で地山面に達するが、北に向かってすぐ段差 (畑 として使用するための新 しい開

墾によるものと思われる)があり、グリッド北側では地山面まで 100働近 くを要す。グリッド

の西側 (E100ラ イン )に沿って水道管が埋設されており、この部分は調査不能であった。遺

構は、グリッド中央を南北に走る溝状遺構 (SD08)が 検出された。遺物は表土層あるいはS

D08か ら須恵器片、土師器片、黒曜石片が出土している。

2.Bグ リツド (N96～ 100、 Elll～ 115)

このグリッドは地表面で段差があり、東南側は一段高 くなっている。この部分では約 10勁前

後で地山面に達するが、北西側では100翻前後を要す。遺構は溝状遺構 2(SD09、 S D10)

が検出されている。柱穴 もいくらか見つかっているが、柵列 。掘立柱建物跡等に想定できるもの

はなかった。須恵器片、土師器片、黒曜石片が出土している。

3.Cグ リツド (101～ 105、 E106～ 110)

北側 (N105ラ イン)に沿うように水道管が埋設されてお り、地籍測量用のクイも設定して

あるなど、調査不能な所があった。また、地山面までかなり深 く、北側部分では200翻近く掘

り下げても地山面は検出できなかった。排水作業 も困難を極め、中途ではあったが調査を打ち切

らざるを得なかった。南側の地山面 (地表下約 100御前後 )で は柵テ12条 (建て替えを含む。

SA05、 SA06)、 溝状遺構1(SDll)が検出されている。遺物は同様の出土状況であった。

N105」

N100-

―
」

SA 05
SDll

SA06

Cグ リッ ド

遺構配置図
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Ⅳ 遺構 と遺物

1遺 構

SD08 ほぼ南北に走る。前節で述べたように新しい開墾によるものと思われる段差によっ

て切られているが、埋土の状態、伴出遺物等から判断して一つのものと思われる。上端幅は200
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～300翻、底部幅は50～ 100翻前後で、上端から底部にかけては緩やかに傾斜している。

底部 も平ではなく、大きな弧を描 くような断面状態である。残存部分の深さは20～ 30働前後

で、埋土は単層で、かなり良 くしまっている。 7世紀代のものと思われる須恵器の宝珠状のつま

み (後述 )が出土している。

SD09 非常に浅いもので、埋土も軟質なものである。伴出遺物はない。畑作時代の排水用

の溝の痕跡とも思えるが、一応SD09と してとりあげた。

SD10 検出部分は約 4陶前後である。ほぼ東西に走るもので、埋土は良くしまっている。

伴出遺物はない。性格、年代箸は不明であるが、このBグ リッドで検出された柱穴詳の一つと切

N100  1

り合い関係になっており、それを見ると、この柱穴よりは新しいものである。

▲

八

ヴ
、田

Ｐ
Ｐ
や

口
牌
ｗ
出

口
〕
ド
〇

一
悟

　

η

卜
Ｆ

　ヽ
　
　
　
　
４

Bグ リッ ド実測図
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SDll ほぼ南北に走る。検出部分は約 3駒 程で、浅く、規模の小さなものである。前節で

述べたように、中途で調査を打ち切ったため北側部分は不明であるが、まだ北側に延びるものと

思われる。図で分かるように一つの柱穴と重なっているが、切り合いを見ると、この柱穴よりは

古いものである。

SA05006  東西方向に 2間分だけ検出されているが、東側にはまだ延びる可能性があ

る。検出された柱穴西側より、Pl、 P2、 P3と仮称すると、Plについては柱穴の重複は認

められなかったが、P3については明らかに2つの柱穴の重複が認められた。P2については、
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埋土からは重複は確認できなかったが、その平面形の規模から、 2つの柱穴である可能性は大き

い。以上の点から、やや危険ではあるが、この柱穴列を建て替え分を含めて 2つの柵列として取

り扱うことにしたものである。P3の切り合い関係からSA06の 方が新しいことが確認さ代聰

柱穴径は40～ 50働前後で、残存部分の深さ40翻前後である。性格、年代等については不明

であるが、P2か ら土師器の小片が出土している。

2遺 物

〔須恵器 〕

いずれも小片で形の不明のものが多いが、器種としては杯、蓋、甕

箸である。甕は、小片から判断すると、かなり大形のものが多いよう

である。形の分かるものとしては、宝珠状のつまみが一点、SD08

から出土している。日縁部の状態が分からないので断定しにくいが、

大きく幅をとって 8世紀代を中心とするものとしておきたい。

〔土師器 〕       '

須恵器と同様に小片で、特に土師器は摩耗が激しく詳細は不明である。ただ、内面を黒く塗っ

た、いわゆる黒色土器が大半を占めている。黒色土器は関東地方では苗墳時代後半頃から見 られ

るものであるが、西日本では類例の少ないものである。島後の他地域を見ても出土例があり、当

地において、この黒色土器の出土例が多いという事は、注目に値するところである。

〔黒曜石 〕

黒曜石片は、表土層を初め、各層や、Sp08等 から万遍なく出土している。かなりの数量で

はあるが、製品と認められるものは一点もない。ただ、島後には黒曜石の産地があり、この甲ノ

原遺跡の調査におぃては、どこの調査区でも量の多少はあるが、必ず出上している。山陰地方の

数多 くの遺跡から出土した黒曜石製品は、そのほとんどが島後産のものと言われているが、正確

な分析がまたれるところである。

SD08出土(現寸 )
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Vおわりに

これまで項を分けて述べてきたように、本年度調査においては、甲ノ原遺跡の性格を決定づけ

るような遺構・遺物の検出はできなかった。ただ、前三カ年の調査結果を見ても、「調査にいた

る経過」の項でも述べたよぅに、当甲ノ原遺跡が重要な遺跡であることにかわりはない。この項

では、今後の課題として者干の考察を加え結びにかえたい。

下に掲載してある図は、当遺跡の台地上で発見された据立柱建物群を模式化したものであるカミ

これを見ると、その規模・配置等から公的建物としての性格が強い。当地においては、9世紀前

の公的建物と思われる掘立柱建物跡は少なく、極論すれば、古墳時代前期のように空自に近い時

代とも言える。隠岐国庁、隠岐国の各郡衝が見つかっていない今、この空自を埋めるためにも、

今後の詳細、かっ早急な調査研究に期待したい。これらの解明が、隠岐国の当時代の社会構成は

もとより、当時の律令国家の実態把握に果す役割は大きいものと思われる。

※ 甲ノ原遺跡発掘調査概報Ⅱより

0              10初

第 5・ 6調 査区遺構配置区
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図版 1.

遺肺周辺の航空写真

調査対象地遠景 (南から)
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図版 3



図版 4

Aグ リッド(西から)

SD 08(東から)

SD 08土 層 (南から )



図版 5

Bグ リッド(東から )

Bグ リッド(南から)
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図版 6

Cグ リッド(南から )

Cグ リッド(西から )



Cグ リッド SA05。 06(南力>ら )

SA 05・ 06(F葡から )

Ｃ
グ
リ
ッ
ド
Ｓ
Ａ
０５

・
０６
（
西
か
ら

）



図版 8

SA05・ 06(】ヒカ>ら )

SA05・ 06柱穴 (左 :西から,右 :南から )
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